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新しいコリネ属

　　コリネバクテリウム ・ オキュリ

Corynebacterium　Oculi　Sp．　Nov

西田功一＊ 江ロ　洋＊＊

　はじめに
　Coτ仰功α碗r‘湖¢属の代表的な種にジフテリア菌があ

る．ジフテリア菌が産生する毒素によって，粘膜感染後

に偽膜を形成するとともに，毒素が体内に吸収されるこ

とで中毒症状を起こし，死に至ることがある．そのた

め，かつては臨床検体の細菌検査でCorynebacterium

属が分離されたら，ジフテリア菌かどうか厳密な種同定

がなされていた．一方，ジフテリア菌以外のCoryne一

施c’ε夕仇〃z属はヒトの皮膚や粘膜に常在する弱毒菌であ

り，臨床検体から分離されても，コンタミネーションと

判断され，臨床的意義をもたないものとしてみなされて

いた．

　しかし，近年Corynebacterium属による眼感染症の

症例報告が相次いでいる．2008年にはキノロン耐性

Co　ryne　bac　te　riu　m属が角膜炎や結膜炎の原因となってい

ることが明らかになった1）．眼材料から分離される

Corynebacteriblm属の大多数はCorynebacterium　mαc－

ginleyi（約80％）であり，ついでCorynebacterium

mastitidis（糸勺7％），　Corynebacterium　accolens（糸勺4％），

Corynebαcterium　Propinquum（約3％）と報告されてい

る2）．おそらくは主としてC．macginleyiがCorynebac－

terium属による眼感染症を引き起こしていると推察さ

れ，実際に厳密な種同定の結果としてCmacginleyiに

よる結膜炎の報告1・　3）もある．しかし，他の種による眼

感染症の報告4・　5＞もあり，眼表面から分離される比率を

考慮すると，Corynebαcterium属による眼感染症の主要

な種が，本当にC．macgin　ley　iかどうかは不明といわざ

るを得なかった．

1新種発見と命名の経緯

　細菌の種は，基準株との相同性をDNA－DNAハイブ

リダイゼーションで検証し，70％以上の相同性が確認

できれば同種といってよいとされている．16s　rDNAの

シークエンスで種同定をする場合は，公的に公開されて

いる基準株の16s　rDNA配列との相同性が98．7％以上

であれば，その種である可能性が高いとの意見で世界的

なコンセンサスが得られている．よって，学術学会や論

文において「得られた株の16s　rDNA配列が，　C．　mac－

gin　INeiと99％の相同性を認めた」と報告すれば，原則

としてC．macginleyiとの種同定結果に異論を唱える者

はいない．しかし実際には，DNA－DNAハイブリダイ

ゼーションと16s　rDNA配列の相同性との相関はない

とされており，16s　rDNA配列の相同性が98．7％以上

でも別種となる可能性があることも有名な事実である．

　Eguchiらの報告1）において，眼表面検体から分離さ

れたCorynebacterizam属の中に，　C．　macgin　lyeiについ

で2番目に高率に分離された種がC．mastitisdisであっ

た．その種同定結果が，16s　rDNAシークエンスで98．2

％の相同性であったこと，およびそれまでに報告されて

いる他のCorynebacetrizam　ecのどの種とも98％未満の

相同性しか得られていないことにVandammeが着目し，

カナダの細菌学者でありCoγy批加cε抗μ勿属の研究に

＊Koichi　Nishida：近畿大学医学部眼科学教室　＊＊Hiroshi　Eguchi：近畿大学医学部堺病院眼科

〔別刷請求先〕西田功一・：〒589－8511大阪狭山市大野東377－2　近畿大学医学部眼科学教室

0910－1810／16／￥100／頁／JCOPY （13）　1551

Presented by Medical*Online



図1　コリネバクテリウム眼瞼結膜炎

眼瞼炎と軽症の結膜炎を呈している．
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　図2　図1症例の眼脂グラム染色像（×1，000）

白血球によるグラム陽性桿菌の貧食像が確認できる、
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　　　　　図3　図1症例の眼脂培養結果
臨床では属レベルの同定までだが，この株は薬剤感受性から

C．oczaliではないと思われる．

精通しているBernardらとともに，より厳密な種同定

の解析が始まった6）．Eguchiらが16s　rDNAのシーク

エンスでC．mαstitisdisと判断していた株に，　Van－

dammeらの持ち合わせていたC．　mastitisdis　re縁のベ

ルギーおよびスイス由来株を加え解析を実施した結果，

それらC．mastitisdisと思われた株は，種々の検査結果

においてC．mastitisdis基準株との乖離を呈し，これま

で報告されていない2種類の新しいCorynebacterium

属であることが判明した．そのうちの一種は，その種同

定研究期間中に他界したカナダの細菌学者（Donald

low）に捧げC．　lowiiと命名した．日本由来の株を含む

もう一種はすべて眼感染症検体からの分離株であったた

め，C．　oculi（コリネバクテリウム・オキュリ）と命名

した6）．いずれも全ゲノム配列が解読され，それぞれ

GenbankにLKEVOOOOOOOOとLKSTOOOOOOOOとして
登録された．

皿臨床的意義

　報告されているC．oculiは，すべての株がエリスロ

マイシン，バンコマイシン，リファンピシン，テトラサ

イクリン，リネゾリド，ペニシリン，ゲンタマイシン，

シプロフロキサシン，セフトリアキソン，セフェピム，

メロペネムに感受性がある6）．すなわち，仮に感染症の

起炎菌となっていても（図1，2），抗菌薬の厳密な選択

をせずともエンピリックな治療で治癒せしめることが可

能と推察される．眼材料から分離されるCorynebacteri－

um属について，感染症のない眼表面から高率にC．

勿αcgκ垣が分離され，眼感染症検体からはC．〃zαcgκ励

以外の種が多く分離される2）ことや，かつてCorynebαc－

teriu〃z属は弱毒ゆえ感染症の起炎菌にはなりにくいと

みなされていたことは，実は古くからC．oculiが稀に

眼感染症を引き起こしていたものの，エンピリックに処

方した抗菌薬で容易に治癒せしめていたことを表してい

るのかもしれない．薬剤感受性の結果からすると，現時

点で臨床現場においてC．oculiを厳密に種同定する必

要性はさほど高くないと思われる（図3）．しかし，日本

において頻用されているキノロン耐性C．〃zαcgκ垣が眼
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表面から高率に分離されるようになり，

よる難治性の前眼部感染症が増えている

C．〃zacgn　lyiに

ことを考慮する

と，C．　oculiについても今後のさらなる研究が必要と思、

われる．
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